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研究成果の概要（和文）：アダック島ではMain，Intermediate，Sandwich の3層の軽石層があり，地表近くにYBOと40 
Yearsの2層の火山灰層がある．最下部のMainは直下の泥炭から9.5 cal kBP に相当する14C年代が得られ，3つの軽石噴
火が完新世前半に約2000 年間隔でおこった．40 Yearsは両輝石であり，火山ガラスは水和されていない．それに対し
，YBO, Intermediate, Mainは角閃石に富み，特にMainは石英を含む．Mainよりも下位の火山灰層は，火山ガラスの屈
折率の範囲が広いため再堆積の可能性があり，火山灰層の薄層から噴火を計数することは難しい．

研究成果の概要（英文）：Adak Island, Aleutian Islands, Alaska is covered with Holocene sequences of soil-t
ephra complexes. Tephra layers are useful for establishing a chronographic framework on the island. Black 
(1976) described the three conspicuous tephra deposits (Main, Intermediate and Sandwich). This study condu
cted coring peat deposits near Haven Lake, in order to re-evaluate the chronological framework. This study
 obtained petrography and radiocarbon date using accelerator mass spectrometry (AMS). Eruptions of the Mai
n, Intermediate, Sandwich, YBO and Forty Year tephra were dated to approximately 9.5, 7.2, 4.7, 3.6 and 0.
4 cal kBP, respectively.
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１．研究開始当初の背景 
（１）日本では，活火山を最近１万年間（完
新世）に噴出した火山と定義されており（気
象庁，2005），噴火史研究の高分解能化が盛
んである．また，広域テフラも『火山灰アト
ラス』（町田・新井，2003）などカタログ作
りも進んでいる．テフラの対比には，斑晶鉱
物の組み合わせや火山ガラスの屈折率が用
いられることが多いが，最近では，EPMA を
用いた化学組成による詳細な対比も積極的
にされるようになってきた．一方，海外では
『Volcanoes of the World』（Simkin and Siebert, 
1994）やアリューシャン列島を含む北米地域
の火山カタログ『Volcanoes of North America』
（Wood and Kienle, 1990）が出版されている
が，テフラ層は十分に記載されていない． 
 
（２）アダック島は，アリューシャン列島中
央部のアンドリアノフ諸島に属し，アラスカ
本土のアンカレッジから唯一航空便が就航
している．アリューシャン列島は，完新世に
堆積したテフラ層と土壌層で覆われており
（Coats, 1956），アダック島では既にいくつ
かのテフラ層が 14C 年代と共に記載されてい
る（Black, 1976；Romick et al., 1992 など）．
ただし，テフラの岩石記載学的特徴は，蛍光
X 線分析法（XRF）による全岩化学組成のみ
が報告されていた（Kiriyanov and Miller, 
1997）． 
 
（３）西隣にあるカナガ島北端のカナガ火山
でも，テフラ層と 14C 年代が報告されている
（Waythomas et al.，2001）．Waythomas et al.
（2001）は，アダック島に分布する顕著なテ
フ ラ 層 （ 下 位 よ り Main, Intermediate, 
Sandwich）が，すべて同島の Moffett 火山か
ら噴出した可能性を指摘したが，そのような
傾向は認められない．火山噴火の影響を検討
するうえで，給源火山や規模の推定の基礎に
なる分布図は必要不可欠であるが，これまで
の研究では，テフラ層の分布図がない． 
 
（４）アダック島では，先住民であるアリュ
ート遺跡に関する考古学的研究も盛んで，テ
フラ層との層位関係も検討されている（West 
et al., 2001，2012）． Diane K. Hanson 博士
（University of Alaska Anchorage）のグループ
が，2010 年〜2011 年にアダック島南部でア
リュート遺跡を発掘している．この島では，
現在でもほとんど樹木が自生せず，18世紀に
ロシア人が侵入するまで陸棲ほ乳類もいな
かった．そのため，貝殻や魚類および海生哺
乳類の骨などの海産物が放射線炭素（14C）年
代の測定試料となる．ただし，海産物試料は，
海洋リザーバー効果を受け，400 年程度古い
年代値を示すと考えられる．この地域は，約
2000 年かけて循環してきた深層水の湧昇域
に近いため（Broecker et al., 1985），海洋リザ
ーバー効果を強く受けるが，その程度は時代
により変化する．そのため，テフラ層はアリ

ュート遺跡の編年にとって重要な年代指標
となる． 
 
２．研究の目的 
（１）アダック島を中心とした地域に分布す
る完新世テフラの層序，記載岩石学的特徴，
14C 年代測定から詳細なテフラカタログを作
成し，高分解能な噴火史を編年する．アダッ
ク島では，明らかに完新世に噴火した火山は
ないが，西隣にカナガ火山，東隣にグレー
ト・シットキン火山があり，給源火山の候補
である． 
 
（２）この研究では，アダック島南部および
東隣のグレート・シットキン島でテフラ層序
学的調査を実施し，これまで得られている分
布図の範囲を拡大し，テフラ層の時空分布を
明らかにすることから，火山噴火が当時の自
然環境やアリュート社会に及ぼした直接・間
接的影響を評価する． 
 
３．研究の方法 
（１）アダック島とグレート・シットキン島
でテフラ層序学的調査を実施し，岩石記載的
性質や 14C 年代測定用の試料を採取した．コ
ア試料は，Eijkelkamp 社製のピートサンプ
ラーにより深さ約 50 cm ごとに採取した． 
 
（２）室内分析は，テフラ層を特徴づける岩
石記載と年代を決定する 14C 年代である．顕
微鏡下で全粒子分析と重鉱物分析を行い，火
山ガラスと斑晶鉱物の屈折率を温度変化型
屈折率測定装置 RIMS で測定した．14C 年代
は，名古屋大学の HVEE 社製タンデトロン加
速器質量分析計を用いて測定した．これらに
よって，この地域でのテフラカタログを作成
し，火山噴火の影響を総合的に評価した． 
 
４．研究成果 
（１）最下部の Main は直下の泥炭から
8565±40 BPの 14C年代が得られた．アダック
島の Main, Intermediate, Sandwich, YBO, 40 
Years テフラの暦年代は，約 9.5, 7.2, 4.7, 3.6 
and 0.4 cal kBPとなる． 
 
（２）アダック島およびその近傍での軽石噴
火である Main，Intermediate，Sandwich の噴
火は，完新世前半に約 2000 年間隔でおこっ
たことがわかった．韓国の鬱陵島でも完新世
前半に類似した時期に軽石噴火がおこって
いる（Okuno et al., 2010）．海で囲まれた火
山島では，海面上昇に伴う何らかの影響が噴
火活動まで及ぶ可能性がある． 
 
（３）Main，Intermediate，Sandwich は，い
ずれも SiO2が 70％近くであり，同じ火山に
由来する可能性が高い．アダック島でのテフ
ラの分布傾向やカナガ島やグレート・シット
キン島でのテフラの層序を踏まえると，アダ
ック島北端のアダグダック火山またはその



北側の海域が給源である可能性が高い． 
 
（４）Intermediateより上位の層準では，テフ
ラ層の上下には炭化木片（径 2 mm以下）が
見出されたが，これはアリュート遺跡の出現
とほぼ一致しており，人間活動との関連性を
指摘できそうである．アリュートの移動と火
山噴火の関連性を考える上でも重要な知見
であり，今後，海面変化とあわせてさらに検
討する必要がある． 
 
（５）40 Yearsは両輝石であり，火山ガラス
は水和されていない．それに対して，YBO, 
Intermediate, Mainは角閃石に富み，特にMain
は石英を含む． 
 
（６）Mainよりも下位にあった火山灰層のひ
とつは，火山ガラスの屈折率の範囲が広いた
め再堆積の可能性がある．このような例は，
EPMA による主成分化学組成からも指摘し
ており（Okuno et al., 2012），火山灰層の薄
層から噴火を計数することは難しい．上記の
5 テフラ以外のテフラ質の薄層は，噴火を直
接示さない可能性がある． 
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